
事 務 連 絡

平成 18年 5月 19日

都道府県労働局労働基準部

労災補償課長 殿

厚生労働省労働基準局労災補償部

補償課職業病認定対策室長

特別遺族給付金に係る請求 ･認定状況の把握について

｢石綿による健康被害の救済に関する法律｣が制定され､同法に基づく特別

遺族給付金に係る請求書の受付が本年 3月 20日から開始されたところである｡

ついては､当該給付金に係る請求及び認定状況を把握する必要があるため､

当分の間､下記により､｢特別遺族給付金に係る処理経過簿｣(以下 ｢処理経過

簿｣という｡)を作成することとしたので､遺漏なきよう取 り扱われたい｡

記

1 処理経過簿の入力について

労働基準行政情報システムにおいて処理経過簿様式 (別添)を各局労災補

償課長あて送信するので､下記 (1)及び (2)により､各項 目を入力した

上で､労働基準行政情報システムの本省掲示版に掲示されたい｡

(1)当月中に特別遺族給付金に係る請求書の受付､他の労働基準監督署 (以

下 ｢署｣という｡)-の請求書の回送､他の署から回送された請求書の受

付､支給 ･不支給決定を行ったものについて､各局労災補償課において､

管内の各署の状況を取 りまとめた上で､翌月 15日までに入力 し､掲示

するものとする｡

なお､自局管内の著聞における回送処理についても上記 と同様に入力

する｡

また､平成 18年 3月から4月において､請求書の受付､回送処理､

支給 ･不支給決定を行ったものについては､平成 18年 5月 31日まで

に入力し､掲示するものとする｡

(2)報告の対象となる期間内 (毎月 1日～毎月末)において､支給 ･不支

給決定が行われていないものについては､｢局名｣､｢署名｣､｢労働者等氏



名｣､｢生年月日｣､｢性別J､｢請求種別｣､｢請求年月日｣欄までを入力す

ること｡その後､当該事案について支給 .不支給決定を行った時点で､

決定日の属する月分の邦告において残りの欄を入力すること｡

2 入力に当たっての留意事項

(1) ｢局名｣欄については､局コー ド (2桁の番号)を入力すること｡

(2) ｢署名｣欄については､各署の名称を入力すること｡

(3) ｢労働者等氏名｣欄については､姓と名の間に一文字分スペースを空け

ること｡

(4) ｢生年月日｣､ ｢請求年月日｣､ ｢死亡年月日｣､ ｢決定等年月日｣､

｢ぱく露開始年月｣､ ｢ぱく露終了年月｣欄については､和暦を使用する

こと｡また､元号は大正は ｢T｣､昭和は ｢S｣､平成は ｢H｣とすること (例

昭和 13年4月 20日-S13.4.20)0

なお､取下げ又は回送済み事案についても､当該年月日を ｢決定等年月

日｣欄に入力すること｡

(5) ｢性別｣､ ｢請求種別｣､ ｢疾病名｣､ ｢医学的所見等｣､ ｢決定等の

区分｣､ ｢ぱく露作業の種類｣及び業務外の場合の ｢理由｣欄については､

処理経過簿の各項目欄に記載されている所定のコー ドを参照し､番号のみ

を入力すること｡

なお､業務外の場合の ｢理由｣欄へのコー ド入力に当たっては､以下も

参考にされたい｡

･ ｢労働者非該当｣ ･労働者としての雇用の事実関係が確認されなかった

ものをいう｡

･ ｢ぱく露作業歴なし｣ :認定基準に定める石綿ぱく露作業-の従事が確

認されなかったものをいう｡

･ ｢ぱく露作業歴の不足｣ :石綿ぱく露作業に従事していたことが確認さ

れたものの､認定基準において疾病ごとに定める石綿ぱく露作業従事期

間の要件を満たさなかったものをいう｡

･ ｢医学的所見なし｣ :診療録､エックス線写実､病理組織検査記録など

の医学的資料により､石綿肺､胸膜プラーク､石綿小体､石綿繊維が確

認されなかったものをいう｡

･ ｢医学的資料なし｣ :診療録､エックス線写真､病理組織検査記録など

の医学的資料が残されていないものをいう｡

･ ｢対象疾病以外｣ :特別遺族給付金の対象となる疾病ではないものをい

う ｡

･ ｢その他｣ ･戸籍謄本 ･抄本や死亡届書記載事項証明書等､省令で定め



る書類がないものなどが該当する｡

(6) l~請求年月 日｣欄については､他の署から回送されてきた請求書である

場合､回送された請求書を自署において受け付けた年月日ではなく､請求

人から請求書の受付手続きを行った年月日を入力すること｡

(7) ｢業種番号｣､ ｢ぱく露作業の種類｣､ ｢ぱく露開始年月｣及び ｢ぱく

露終了年月j欄については､業務上として決定した事案についてのみ入力

すること｡

また､ ｢業種番号｣欄については､業務上としての支給決定事務におい

て使用した労災保険適用事業細目表の ｢事業の種類の番号｣ (2桁の番号)

を入力すること｡

｢ぱく露開始年月｣は当該労働者の職歴上､初めて石綿ぱく露作業に従

事した年月をいうのであって､必ず しも最終ぱく露事業場において初めて

石綿ぱく露作業に従事した年月と同じではないことに注意すること0

(8) ｢備考｣欄については､以下の要領にて入力すること｡

･業務外の場合の ｢理由｣が ｢7 その他｣に該当する場合､その理由を入

力すること｡

･調査の結果､所轄が異なるために請求書を回送 した場合､回送年月日､

回送先の局署名を入力すること (例 ｢H18.4.2000局00署に回送済

み｣)｡また､回送された請求書を受け付けた署は､処理経過静の各項

目に当該請求の内容を入力するとともに､回送された請求書を受け付け

た年月 日､回送元の局署名を入力すること (例 ｢H18.4.2500局00

署から回送受付｣)0

･上記以外に特記すべき事項があれば入力すること｡



特 別 遺 族 給 付 金 に 係 る 処 理 経 過 簿 (別′泰)

項 目 局名 署名 ド- 氏 生年月日 性別 結束種別 請求年月日 疾病名 死亡年月日 医学的所見等 決定等の区分 決定等年月日 業照上の場合 -+ +踊菜種番号 ぱく電作文の種類 ぱく謁開始年中 く環終了年月 理由

冨己入例 局コ-t.'TLr=己入する (言己入例)札幌中央 (記入例)厚生 太郎 (記入例)S13.4.20 十 rI2 女 1 年企2 -阿二丑 (記入例)H18.3.27 1肺がん2中皮腫a石綿肺5びまん性胸膜肥厚6対策圧搾以外 (記入例)HID.4.2D 羊｢LJ(7i弘田宥可) l 兼ijf上之 茶排外3 堺下げ4 回送済み (記入例)HIL5.2D ○○エ裳ム△エLA〇〇匹エ臣(棉)節 (記入例)35 コメント内のコードを谷P.弔し､犯人する(記入例)3(7) (記入例)Sコ5.4 (記入例)S45.i I7その他
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